
埼玉県農産物安全課

持続可能な農業を応援するため、埼玉県は、環境に優しい
農業を推進しています。

環境保全型農業の振興
有機農業や特別栽培など、化学的に合成された農薬や化学肥

料を通常より減らして栽培するなどの取組を推進しています。
埼玉県特別栽培農産物認証制度：
化学合成農薬及び化学肥料の使用（窒素成分）を通常の栽培と
比較して５割以上減らして栽培した農産物を県が認証する制度。

環境負荷低減事業活動実施計画の認定（みどり認定）：
環境負荷の低減に取り組む農林漁業者が作成する実施計画を知事が認定
する制度。
（環境負荷の低減の取組例）・土づくり､化学肥料･化学農薬の低減、

・燃油使用低減等、温室効果ガスの排出削減 など
オーガニックビレッジの創出を支援：
国の交付金を活用し、みどりの食料システム戦略を踏まえ、有機農業に地域
ぐるみで取り組む産地（オーガニックビレッジ）の創出を支援。

本県の事例：小川町（令和５年５月 オーガニックビレッジ宣言）

埼玉県マスコット
「コバトン」「さいたまっち」

埼玉県が策定した県独自のＧＡＰ※です。
Ｓ−ＧＡＰ実践農場では、「環境保全」に配慮した取組を実践

しています（※：Ｇood Ａgricultural Ｐractice＝良い農業のやり方）。

ＳーＧＡＰの普及

環境に優しい農業の推進

食品安全
食べる人の安全を守ること

環境保全
自然環境を守ること

労働安全
作る人の安全を守ること

ＧＡＰの
主な取組分野
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